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7 月 12 日〜 14 日にわたって、夏季セミナー 2017「言語・文学・社会―国際日本研究の試み」
が開催された。またこれに併せて、国内外の大学院生の研究発表会とスタディ・ツアーをあ
わせたサマースクールも開催された。
夏季セミナーは 2012 年から始まり、今年が 6 回目である。今回はゲスト講師として、金
鍾徳氏（韓国外国語大学）、尹鎬淑氏（サイバー韓国外国語大学）、李吉鎔氏（韓国中央大学）、
蕭幸君氏（台湾東海大学）、タサニー・メーターピスィット氏（タマサート大学）、笵淑文氏
（国立台湾大学）、蘇文郎氏（国立政治大学）、徐一平氏（北京外国語大学）、趙華敏氏（北京
大学）、スコット・ヒスロップ氏（シンガポール国立大学）の各氏に加え、国際日本研究セ
ンターが受け入れ機関である博報財団の研究者 ダワ ・ーオユンゲレル氏（モンゴル国立大学）
を迎えた。さらに、本学からは久野量一氏、春名展生氏、野平宗弘氏の各教員が講義を担当
し、それぞれ言語、文学、社会（教育、歴史も含む）各分野から、現在進行している研究テ
ーマについて、刺激にあふれた講義が行われた。
国内外の大学院生の研究発表会であるサマースクールは今年で 5 回目であるが、今回は
45 名の大学院生が参加。日本国内の大学院生 2 大学計 30 名のほか開南大学からの 1 名及び、
招へい講師と共に海外大学から来日した大学院生ら 5 カ国・地域 8 大学計 14 名も加わり、
発表・議論がおこなわれました。国内からは本学学生のほかに、筑波大学からの参加があった。
サマースクールは研究領域に応じて 4 つの教室に分けて行われ、教員によるコメントや助
言を含む質疑応答が活発に交わされた。また、海外の院生を対象に実施した「発表リハーサ
ル」に積極的に参加し、日本語の発音を再度チェックするほか、発表時の声の大きさ、視線
などを含め院生同士で指摘をし合い、それぞれのプレゼンテーションの精度を上げようと研
鑽する熱心な姿が見受けられた。今年は司会、タイムキーパーともに学生による自主運営の
形式を取ったがこれも成功し、報告後は例年より活発な質疑応答がなされた。終了後、海外
大学から参加した大学院生には「サマースクール修了証」が授与された。参加者数は 3 日間
のべで 700 名を超えている。
サマースクールにあわせて、7 月 9 日、10 日、15 日に、海外から参加した院生を対象と
したスタディ・ツアーも開催され、江戸東京博物館と府中の大國魂神社、郷土の森博物館を
見学し史跡に触れる機会となった。
サマースクール終了後の 7 月 13 日には、円形食堂において、院生懇親会が、立石学長や
関係者の方々などの参加も得て、盛大に開催された。さらに 7 月 24 日は午後からジャーナ
ル国際編集顧問会議が開催され、ジャーナル発行に関する議事のほかに、夏季セミナーの反
省や今後の開催について意見交換も行われた。
夏季セミナーの各講義、ならびに二日間にわたっておこなわれた大学院生の研究発表の
要旨は、センターのウェブサイトで参照されたい。
（編集委員会）
夏季セミナー2017
大学院生サマースクール報告および大学院生報告要旨
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Ⅰ「言語」	①	103室（2017年 7月12日）
 1. 岡野朱里（東京外国語大学大学院博士前期課程）
  クメール語の動詞連続構文について
  ―日本語テ形接続との対照―
 2. 崔正熙（東京外国語大学大学院博士後期課程）
  韓国語と日本語の複合動詞に関する対照研究
  ―完了相の「〜 NAYTA」と始動相の「〜出す」を中心に―
 3. 姜柳（北京外国語大学大学院博士後期課程）
  日本語における「動詞連用形＋の＋ N」構造の成立メカニズム
 4. 邱姿維（政治大学日本語学科修士課程）
  N ガデキル構文の研究
 5. 呉丹（東京外国語大学大学院博士後期課程）
  テモラウ文と受身文の関係に関する研究
  ―テモラウ文と間接受身文を中心に―
 6. 王国強（北京大学大学院博士後期課程）
  使役表現における「ニ格」の局面への検討
  ―条件的やり取りの側面をもとに―
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発表概要　１
クメール語の動詞連続構文について
―日本語テ形接続との対照―
Serial Verb Construction in Khmer
―Contrast with Japanese Conjunctive Form:Te―
岡野朱里（Akari OKANO）
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 動詞連続、行為の連続性、接続形式、統語論、対照言語学
  Serial Verb Construction, Continuity of Action, Conjunctive Form, 
  Syntax, Contrastive Linguistics
本研究は、現代標準クメール語において観察される動詞連続という言語事象について、
日本語の接続形式「テ」を伴う動詞の連続と対照した結果をまとめたものである。
三上 2009 では、「動詞連続は連続するふたつの行為が相互に密接な関係をもっていると
考えられるため、成立には動詞句間の意味的関連性の存在が要求されること」、そして「日
本語のテ形による接続形式は様々な意味に解釈されるという点で動詞連続とも相通じるもの
がある」ことが指摘されている。本研究は、［V1(+NP1)+V2(+NP2)］の構造をもち、主体が
同一である動詞連続及び、付帯状態、時間的継起、原因・理由、手段・方法、並列の意味を
もつテ形接続を対象とし、両者を対照することで動詞連続の成立要件について考察した。
動詞連続が表すふたつの行為の連続性について補語名詞句の位置に着目すると、V1 と
V2が同じ補語名詞句をとる場合はいずれか一方が省略され、動詞連続が容認される。ただし、
対応する日本語のテ形接続では補語名詞句の位置が変わらないが、動詞連続では動詞間の意
味的関連性の違いによって、補語の表れる位置が異なる。また V1 と V2 がとる補語名詞句
が異なる場合、テ形接続よりも動詞連続の成立に課される条件の方が厳しく、動詞連続はふ
たつの行為に密接な意味関係が認められる場合に成立する。
動詞連続が目的の意味を表す場合、対応する日本語では接続形式の「ニ」が用いられる。
また付帯状態の意味を表す場合、V1V2 が日本語と同じ順序で並ぶとテ形接続に対応し、逆
の順序で並ぶと接続形式の「ナガラ」に対応していることから、動詞間の意味関係によって
動詞連続を構成する動詞の配列順が異なっているといえる。
以上のことから、クメール語の動詞連続の成立要件としては、動詞間に密接な意味的関
連性が認められること、そして連続をなす動詞の配列順が重要であると考えられる。今後は
動詞連続の定義をより明確に示すため、今回分析の対象外とした主体が異なる場合の動詞連
続とテ形接続の対応関係の分析やテ形接続以外の日本語との対照を行うことが必要である。
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発表概要　２
韓国語と日本語の複合動詞に関する対照研究
―完了相の「～ NAYTA」と始動相の「～出す」を中心に―
A Comparative study on perfective compound verb “～ NAYTA” in Korean 
and corresponding inchoative compound verbs “～ DASU” in Japanese
崔正熙（Jeonghee CHOI）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 複合動詞、完了相、始動相、nayta、だす
  compound verb, perfective aspect, inchoative aspect, “-NAYTA”, “-DASU”
韓国語複合動詞の後項動詞としての「NAYTA」と日本語複合動詞の後項動詞としての「だ
す」はいずれも「外部への移動」と「顕在化」の意味を持っているという点で共通している。
しかしながら、そこから意味領域がさらに拡大し、前者は「完了」、後者は「開始」の意味
を持つという点で相違が見られる。「〜だす」と「〜 NAYTA」の意味領域を表で示すと【表
1】の通りとなる。
【表 1】「〜だす」と「〜 NAYTA」の意味領域
「～だす」 「～내다（NYATA/ 出す）」
異動 〇 〇
顕在化 〇 〇
完了・完遂 × 〇
開始 〇 ×
本研究ではコーパスを用いて完了相の「〜 NAYTA」と始動相の「〜だす」がどのよう
な動詞と共起しやすいかを分析し、それぞれの言語でどのように対応しているかなどを考察
することで両者の特徴を明らかにすることを目的としている。
また、「〜だす」と「〜 NAYTA」がそれぞれ「開始」と「完了」に分かれたのは、同じ
事象を見る観点の違いが言語システムに反映された結果であると考えることができる。日本
語の「〜だす」においては「出す」という事象を新たな局面に入るための「起点」とみてお
り、韓国語の「〜 NAYTA」においては「出す」という事象を内部で変化を起こした結果、
つまり「状態変化」の「着点」とみているのである。
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発表概要　３
日本語における「動詞連用形＋の＋ N」構造の成立メカニズム
The Formation Mechanism of “Serial verb form + no + N” Structure 
in Japanese
姜柳（Liu JIANG）
北京外国語大学大学院博士後期課程
Beijing Foreign Studies University
【キーワード】 動詞連用形、動詞含意、被修飾名詞、述語性、言い換え
  Serial verb form, implying predicate, modifier, verbal function, replacement
日本語には「住民の安全を考えての決議」「夜テレビを見ながらの一時」「フェースを開
いたり閉じたりの細工」などの表現がある。本稿はこのような表現を三類に分け、その成立
メカニズムを究明した。
第一類は被修飾名詞が動名詞であり、述語型表現に言い換えられるものである。例えば、
「お食事をしながらの会話」は「お食事をしながら会話する」、「気合を入れたりのパフォー
マンス」は「気合を入れたりしてパフォーマンスする」に言い換えられる。動名詞は格関係
を持ち、時間性を帯びるという動詞の特徴を備えているので、前項の動詞連用形とバランス
を取っていることで「動詞連用形＋の＋ N」構造が成立できる。
第二類は被修飾名詞が動名詞ではなく、述語型表現に言い換えるのも難しいが、前項動
詞と被修飾名詞の間にある動詞が含意（imply）されているものである。
例えば、「雑誌を読みながらのメモ」は「雑誌を読みながら取ったメモ」、「近くで見たり、
聞いたりの情報」は「近くで見たり、聞いたりして分かった情報」、「哲学的な観点に立って
のアドバイス」は「哲学的な観点に立って出したアドバイス」というように動詞を補うこと
ができる。
被修飾名詞が物名詞でありながら、含意された動詞から述語性を獲得し、前項の動詞連
用形とバランスを取られることで「動詞連用形＋の＋ N」構造が成立できる。
第三類は同じく被修飾名詞が動名詞ではないが、前述したような動詞が含意されている
とも言い難い。しかし、この類の前項部分は被修飾名詞の内容を具体化している。「という」
或いは「というような」を入れて、述語型表現に言い換えられる。例えば、「オムツをあて、
インシュリンの注射を打ちながらの闘病生活」は「オムツをあて、インシュリンの注射を打
つという闘病生活」に言い換えられる。
要するに、「動詞連用形＋の＋ N」構造の成立は修飾動詞が動作性と時間性から離れ、名
詞へ近づき、その一方、名詞が含意されている動詞から述語性を獲得し、動詞へ近づくとい
う動詞と名詞の向き合い運動によるものだと考えられる。
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発表概要　４
N ガデキル構文の研究
Study on N-ga DEKIRU Construction
邱姿維 (TzuWei CHIU)
政治大学日本語学科修士課程
Chengchi University
 
【キーワード】 N ガデキル構文、多義性、クオリア構造、共合成、タイプ強制
  N-ga DEKIRU Construction, Polysemy, Qualia Structure, Co-composition,
  Type coercion
 
本稿の目的は、N ガデキル構文がどのような場合に、生起、完成、可能のうちのどの意
味を表すか、という疑問を明らかにすることである。従来の研究では、N ガデキルを可能表
現の一種として位置づけ、N ガデキルという形式を中心にその多義性については研究されて
こなかった。唯一、動詞デキルの多義について言及したのは辞典しかないという現状である。
そこで、本稿では N ガデキル構文の研究にクオリア構造という理論を導入するという試み
により、N ガデキルの意味が N とデキルという二つの構成素が共合成して生成されること
を論じる。
具体的には、まず先行研究を取り上げ、その問題点を指摘する。次に、デキルという動
詞を中心に、その意味について認知言語学の枠組みを用いてその多義性を分析する。そして、
クオリア構造という意味構造を導入し、その細部を再定義し、デキルの各意味の意味構造を
規定する。N ガデキルの名詞については、NINJAL-LWP for BCCWJ というコーパスでデー
タを集め、モノ名詞とコト名詞に分類する作業を行う。最後に、N ガデキルという動詞句が
共合成という意味生成のプロセスにより意味が生成されると想定し、タイプ強制という共合
成の際に適用されるプロセスの適用条件を探り、N ガデキルの意味がガ格名詞句の N が指
定することを論じる。
以上のことから、N ガデキル構文の意味が、名詞 N が指定する場合もあれば、N ガデキ
ル単位でも両義性を持つ場合もあるという結論に至る。
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発表概要　５
テモラウ文と受身文の関係に関する研究
―テモラウ文と間接受身文を中心に―
A Study on the Relation between “-temorau” Sentences and Passive 
Sentences: A Focus on “-temorau” Sentences and Indirect Passive Sentences
呉丹（Dan WU）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 テモラウ文、受身文、文の成分、類似点、相異点
  “-temorau” Sentences, Passive Sentences, Sentence Elements, Similarities,
  Differences
本稿では、テモラウ文と間接受身文を比較し、文の成分に焦点を当て、両構文がどのよ
うな類似の特徴と異なる特徴があるかを考察した。
テモラウ文と受身文の関係に関してこれまでの研究では、両構文が利益性、不利益性の
違いがあるという意味の観点（村上 1986）や、被害と恩恵という点では異なるが、同一の
枠組みによる統一的説明が可能であるとし、二つの構文がどのような条件のもとで適格とな
るかを機能的構文論の観点で論じている。しかし、実際の言語現象で両構文はどのような異
同があるかについての指摘が見当たらないため、それを明らかにする必要があると思われる。
本稿では「現代日本語書き言葉均衡コーパス」（BCCWJ）から、検索アプリケーション
中納言を利用し、コアデータを対象に「てもらう」と「（ら）れる」を含む文を収集した。
検出された 336 例のテモラウ文と手作業で抽出した 42 例の間接受身文のニ格名詞の性質と
動詞の性質を分析し、以下のようなことが分かった。
42 例の間接受身文のニ格名詞からは、人や動物、自然現象を表す名詞が見られるが、人
名詞が 38 例、動物（「犬」）と自然現象（「雨」）を表す名詞が合わせて 4 例が観察された。
336 例のテモラウ文のニ格名詞からは人名詞、人相当の名詞或いは名詞句が観察された。ま
た、受身文に使われている 39 個（異なり語数）の動詞のうち、無意志動詞が「死ぬ」、「降る」
の二つのみ観察された。テモラウ文に使われている動詞はすべて意志動詞であった。テモラ
ウ文のニ格名詞と動詞のこのような性質は、テモラウ文は、主格名詞の指示物がニ格名詞の
指示物に働きかけて動作を実現させることを通して、その動作から利益を受けるという事象
を表すために用いられる文であるということと関連があると考えられる。
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発表概要　６
使役表現における「ニ格」の局面への検討
―条件的やり取りの側面をもとに―
Research on the case of “ni” in the causative construction“sase”
—from the view of the interaction of the causative conditions—
王国強（GuoQiang WANG）
北京大学大学院博士後期課程
Peking University
【キーワード】 使役対象、ニ格的変化、条件的やりとり、事象構造
  causative object，changes based on the case “ni”，
  the interaction of the causative condition，internal structure 
使役表現において、使役対象の格表示として、「ニ格」の性格に関して色んな説があるが、
統合的な説明に欠けている。本発表では、その検討を皮切りに、使役表現における「ニ格」と「ヲ
格」の出現を交替的に観察してみた。
従来の研究では、「エネルギー」の伝達を基本として、（A ⇒ B ⇒ C）という形で使役的
事象を描いているので、「使役者中心論」的に捉えられていると言ってもいいが、しかし、
結果事象の実現を目指して客観的に評価すれば、「花子にご飯を食べさせた」の場合、「使役
行為」も「食事行為」も実現しているので、使役者と被使役者は、「支配っぽい」関係とい
うより、両者が「協力的」「交渉的」「やり取り的」にも捉える。つまり、何かの形で力を合
わせている仕組みを取っている。その内部パターンといえば、外的ものの加入による進化と
なり、【（A ＋ B）⇒ B’→ C】というふうになっている。
本発表では、それらの外的なものを一括して「条件的やりとり」と名付けながら、 「ニ格
使役構文：ニ格による変化」と「ヲ格使役構文：ヲ格による変化」の併存を仮説に立てて、
使役表現の実態に合わせて検討してみた。
「ニ格による変化」と「ヲ格による変化」においては、前者がやりとりの局面に、後者が
支配的な局面に注目している。「ニ格によるやりとりの局面」は使役対象による二次的動作
につながりやすいが、「ヲ格による支配的局面」は使役対象自身の変化に止まる。「ニ格基底
文」では、「ガ〜ニ」体制の他、二次変化の表記として、「が〜に〜を」体制も合理的である。
一方、「ヲ格基底文」では、「ガ〜ヲ」体制の他、使役対象自身の到達状態の表示として、「ガ
〜ヲ〜ニ」の体制などを取ったりすることも可能である。
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Ⅱ「言語」	②	104室（2017年 7月12日）
 1. 帰翔（東京外国語大学大学院博士後期課程）
  副詞「より」の出現環境について
  ―比較基準の非顕在な文を中心に―
 2. 張季媛（東京外国語大学大学院博士後期課程）
  接続助詞を用いた中途終了型発話文の出現状況と文法的特徴
 3. 徐昡珠（韓国外国語大学大学院修士課程修了）
  現代日本語における「ノ」格名詞句に関する研究
  ―名詞連結の「方向性」を中心に―
 4. 呉佩珣（筑波大学大学院博士後期課程）
  「てくる」と「し出す」のプロファイルについて
  －共起要素を手掛かりに－
 5. 南紅花（東京外国語大学大学院博士後期課程）
  動詞「いう」に関する一考察
 6. 張舒鵬（東京外国語大学大学院博士後期課程）
  形容詞の種類と述語文における主語標示について
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発表概要　１
副詞「より」の出現環境について 
―比較基準の非顕在な文を中心に―
The Syntactic Features in The Usage of The Adverb yori
Focusing on sentences where reference doesn’t appear explicitly
帰翔（Xiang GUI）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 「より」、比較基準、モダリティ、複文、非現実
  Yori,  Reference object, Modality, Compound sentence, Irreality 
程度副詞「より」は、通常「もっと」「ずっと」と同様に、「X は Y に比べてより A」の
ように比較基準を表す成分との共起を要求する。しかし、（1）が示すように、ある環境にお
いては比較基準が現れなくても文が成立し得る。
(1) a　状況がより悪化した。
 b　より住みやすい町を作っている。
 c　より一層努力しなさい。
比較基準が顕在しない場合を網羅的に調査するため、大容量コーパスによる実例調査を
行った。母語話者の内省では、比較基準を要求するとされる「より」の実例のうち、比較基
準が文中にも文脈にも現れない例は半数以上占める、という結果が重要であり、これら比較
基準非顕在の用例を分析することの必要性を示していると言える。
本稿は実例調査に基づき、次の三つの場合では比較基準が顕在しなくても文が成立する
ことを主張する。
 i 比較基準が主文述語が表す語彙的な意味によって含意される。
 ii 比較基準が文のモーダルな意味によって含意される。
 iii 比較基準が構文的な意味によって含意される。
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発表概要　２
接続助詞を用いた中途終了型発話文の出現状況と文法的特徴
The Occurrence and Grammatical Characteristics of Suspended Clauses Using 
Conjunctive Particles in Japanese
張季媛（JiYuan ZHANG）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 中途終了型発話文、接続助詞、述語的部分、従属度、ノダ
  Suspended Clauses, Conjunctive Particles, Predicate,
  Degree of Subordination, noda
本発表の目的は、接続助詞を用いた中途終了型発話文の出現状況と文法的特徴を確認し、
その全体像を明らかにすることである。
日本語では、特に、話し言葉において、「うん、今日、入荷したから。」（テレビドラマ『結
婚しない』第 9 回）、「気持ちはうれしいんですけど、いつ、復帰できるか分からないので。」
（テレビドラマ『ディア・シスター』第 8 回）のように、接続助詞（下線部「カラ」「ノデ」等）
で終わる文がよく見られる。本発表では、これらの文についてはその形式的側面に着目し、「中
途終了型発話文」という用語を用いることとする。
本発表では、以下の 2 つの課題を設定した：①主節の現れないタイプの中途終了型発話
文における計 31 の接続助詞の出現状況を明らかにする。②各中途終了型発話文において、
接続助詞の直前に接する述語的部分には、どのような文法的・形式的な特徴が見られるのか
を調べる。さらに、完全文（通常の複文）の従属節として現れる場合と違いが見られるのか
について見る。
考察した結果、すべての接続助詞が中途終了型発話文として現れるわけではなく、用い
られる接続助詞の中にも違いがあることがわかった。その違いは、それぞれの接続助詞が複
文の従属句として用いられた際の従属度の違いに帰因すると考えられる。また、接続助詞を
用いた中途終了型発話文の述語的部分に着目し、そこに現れる要素からその形式的特徴を見
た。観察した結果、これらの接続助詞が完全文（複文の従属節）として用いられる場合と、
主節が省略され中途終了型発話文として現れる場合とでは、特別な違いはほとんど見られな
いことがわかった。ただし、「ノダ」との共起に特徴が見られた。中途終了型発話文には、
名詞化する機能しか持たないスコープの「ノ（ダ）」は現れず、対事的、或いは対人的な表
現態度を持つムードの「ノダ」しか現れない。このことは、中途終了型発話文が独立文との
平行性を持つという先行研究の主張を裏付ける証左となるのではないかと考えられる。
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発表概要　３
現代日本語における「ノ」格名詞句に関する研究
―名詞連結の「方向性」を中心に―
An Analysis of NPs with the Genitive Case “No” in Modern Japanese 
Language with Reference to the Deictic Orientation of NP Structure
徐昡珠 (Hyunjoo SEO)
韓国外国語大学大学院修士課程修了
Hankuk University of Foreign Studies
【キーワード】 名詞句、連体助詞「ノ」、使用回数、認知言語学的観点、省略現象
  Noun phrase, Genitive case “No”, The use of “No”, 
  Perspective in cognitive linguistics, Omission phenomenon
本研究は、連体助詞「ノ」が介在している名詞句を対象に「ノ」の連続使用回数および
名詞連結のパターン、いわゆる名詞連結の「方向性」について分析を行ったものである。
2013 年〜 2014 年に渡って刊行された『天声人語』8 ヵ月分を調査対象として 4,024 例の
名詞句を収集、まず「ノ」格の連続使用傾向を計量的に分析した。その結果、約 92.6% の「ノ」
格名詞句が「N1 ノ N2」形式を取っており、「ノ」が二回以上使われた名詞句 (「N1 ノ N2
ノ N3 ノ…」) は約 7.4% で非常に少なく、「ノ」格名詞句の基本は「N1 ノ N2」形であるこ
とが明らかになった。
一方、「ノ」の二回以上使われた名詞句を対象に認知言語学の観点に基づいて N1 から主
名詞まで至る名詞連結の方向性（「入れ子式」か「連鎖式」か「拡張式」か）を検討、日本
語において「連鎖式」と「入れ子式」、そして先行研究では言及されていない「混在式」は
抽出されても、「拡張式」は 1 例もみられないことが分かった。これのみならず、第一の「参
照点」となる N1 の性質（具体か抽象か）によって名詞連結の方向性が左右されている傾向
が究明された。なお、「拡張式」の不在を語順の影響から探している先行研究の主張とは違い、
本研究の調査によると「ノ」格名詞句に対応する英語の表現からは「入れ子式」と判断され
る名詞句が存在することをも確認された。
最後に「N1 ノ N2」形式と分類された表現のなか、臨時一語化による名詞句（「N1+N2…
ノ N1+N2…」）を視野に入れて考察したところ、「ノ」が省略されていても「ノ」の二回以
上使われた名詞句と同様に名詞連結の方向性が観察された。とりわけ「拡張式」の不在は臨
時一語化した名詞句からもみられ、日本語における「拡張式」の不在が再び証明された。
本研究は、認知言語学の観点からみた「ノ」格名詞句の特徴と既存の統語的立場による
分析の結果を関連づけて説明するレベルには達していない。日本語における「拡張式」の不
在の理由と「ノ」格の省略条件との関係など、究明されていない限界については今後の課題
としたい。
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発表概要　４
「てくる」と「し出す」のプロファイルについて
―共起要素を手掛かりに―
Studying the Profile of tekuru and shidasu
呉佩珣（PeiHsun WU）
筑波大学大学院博士後期課程
University of Tsukuba
【キーワード】 始動アスペクト、てくる、し出す、プロファイル、前景化
  Inceptive Aspect, -te kuru, -shidasu, Profile, Foregrounding
本研究は認知文法の観点から始動を表すアスペクト「てくる」と「し出す」のプロファ
イルについて、共起要素を手掛かりに考察を行ったものである。プロファイルとは言語表現
が際立ちの大きい部分構造を指し示し、動詞は関係をプロファイルすると定義づけされてい
る。考察した結果、「てくる」は新しく開始する出来事とその前に起きていた出来事との両
者がプロファイルされる一方、「し出す」は開始する出来事のみが前景化され、進行してい
た出来事が背景化されるのである。これは「てくる」は「ているところに」「ていたら」といっ
た従属節と共起しやすいのに対し、「し出す」は開始の仕方を修飾する副詞的要素と頻繁に
共起することによって裏付けられている。なお、それぞれのプロファイルは本動詞の「来る」
には〈自己領域の拡大〉、「出す」には〈内部から外部への移動〉といった特徴から形成され
ると考えられる。
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発表概要　５
動詞「いう」に関する一考察
A Study on Verb “Iu” in Japanese
南紅花（HongHua NAN）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 言語活動、動詞 いう、内容語
  Linguistic activities, Verb“Iu”, Content word
日本語の動詞の中には言語活動を表す動詞の種類があり、自動詞用法と他動詞用法との
間で語彙的な意味はあまり変わらない。しかし典型的な言語活動を表す動詞「いう」にはさ
まざまな用法があり、その語彙的な意味を保った用法もあれば、ある固定的な形で動詞とし
ての文法的な特性を失い、語彙的な意味および自立性が希薄で、もっぱら文法的機能を担う
ようになっている用法も少なくない。しかしながら、動詞「いう」全体に関する先行研究は
発表者が探した限り見当たらず、一方、動詞「いう」の周辺的な用法については研究が進ん
できた。従って、本発表では、動詞「いう」の内容語的な用法を中心に分析を行い、その意
味用法を明らかにすることを目標とする。
動詞「いう」が内容語として使われている際に、その「発話する」状態、「発話する」主体、
及び「発話する」内容が主な関心の対象になりうると考えられる。したがって、最初は、動
詞「いう」にかかわる修飾成分について、そして、動作主の有無とその表れ方について分析
を行い、最後に発話内容を表すト節とヲ格名詞について考察し、分析を行った。
修飾成分とのかかわりに関しては、修飾成分には大まかに三つのタイプ（①発話動作そ
のものを修飾するタイプ、②付帯状況を表すタイプ、③発話内容を修飾するタイプ）がある
といえるだろう。発話行為の動作主が特定の人名詞から不特定の人、および動作主が特定で
きないにしたがって、動詞「いう」の語彙的な意味も薄くなり、内容語的な用法から機能語
的な用法へ移行していく。また発話内容を表しているト節とヲ格名詞が、文中に表れている
場合からヲ格名詞が現れることができない場合、そして、ト節に抽象名詞が来る場合につれ、
動詞「いう」の語彙的な意味も希薄で、内容語的な用法であるとは言い難くなり、極端な場
合は機能語的な用法であるともいえる。
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発表概要　６
形容詞の種類と述語文における主語標示について
A Research on Subject Form in Adjectival Predicate Sentences
張舒鵬 (ShuPeng ZHANG)
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 属性形容詞、感情形容詞、評価形容詞、ハ、ガ
  Attributive, Adjective, Emotional Adjective, Evaluative Adjective, Wa, Ga
日本語の形容詞述語文では、主語が「雪は白い」（ハで標示）、「ふるさとが懐かしい」（ガ
で標示）、「これ、面白いね」（ゼロ標示）のように、「〜ハ」「〜ガ」「〜φ」などの形で現れ
る。また、属性形容詞の場合、主語をハで示すことが多く、感情形容詞の場合、主語をガで
示すことが多いように、形容詞のタイプと主語標示のあり方が関係していると指摘されてき
た。しかし、このような指摘は研究者の母語話者としての語感によるものが多く、実例に基
づく実証的統計があまり見られない。
本発表では、『日本語書き言葉均衡コーパス』（BCCWJ）を用いて、典型的な属性形容詞
（「高い」「白い」「明るい」など 10 語）、典型的な感情形容詞（「悲しい」「うれしい」「楽しい」
など 10 語）、評価形容詞（「面白い」「かわいい」など 9 語）を考察対象とし、それらの述語
文を集め、主語の①意味的立場、②標示の仕方、③各標示の割合について調査した。考察に
よって、形容詞のタイプによって主語標示のあり方が異なることが明らかになった。
主語を明示するか否かに関しては、属性形容詞の場合、主語明示例のほうが多いのに対
して、感情形容詞・評価形容詞の場合、主語明示・非明示の割合はほぼ 1:1 である。主語を
「〜ハ」で示すか、「〜ガ」で示すかに関しては、属性形容詞の場合、「〜ハ」の割合は「〜ガ」
より多い。感情形容詞・評価形容詞の場合、二者の割合が近い。また、今回の調査では、感
情形容詞・評価形容詞には一語文的な用法が観察されたが、属性形容詞文には観察されなかっ
た。述語に対する主語の意味立場に関しては、属性形容詞文に現れた主語はいずれも「属性
の持ち主」であった。感情形容詞文では、「感情の主者」、「感情の対象」の両方が観察された。
評価形容詞文では、主語の意味的立場はほとんど「評価の対象」だが、ごくわずかに、「評価・
感情の主者」の例があった。
参考文献
国語国立研究所 (1972)『形容詞の意味・用法の記述的研究』秀英出版
半藤英明 (2006)「形容詞述語文の主語の立て方」『熊本県立大学文学部紀要』第 12 巻
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Ⅲ「社会・歴史」105室（2017年 7月12日）
 1. 趙沼振（東京外国語大学大学院博士後期課程）
  グローバルヒストリーとしての 1960 年代後半の叛乱
  ―全共闘的な企ての歴史性に関する試論―
 2. 内川隆文（東京外国語大学大学院博士後期課程）
  占領地における民間電力会社による戦争協力の実態
  ―日中戦争期華北における電力開発を中心に―
 3. 津村育子（東京外国語大学大学院博士後期課程）
  地域包括ケアシステムにおける看護教育の在り方
 4. 徐明煥（東京外国語大学大学院博士後期課程）
  内村鑑三の信仰と愛国の構造
 
 5. 高明（シンガポール国立大学日本学科博士後期課程）
  二十世紀初頭の花柳病に関する法律
 6. 小美濃彰（東京外国語大学大学院博士前期課程）
  1960 年代の東京・山谷における生活と地域社会構造
  ―梶満里子の著作から探る―
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発表概要　１
グローバルヒストリーとしての 1960 年代後半の叛乱
―全共闘的な企ての歴史性に関する試論―
The Revolution In The Late 1960’s As Global History
―A Study On The Historicity of Zenkyoutou―
趙沼振 (Sojin CHO)
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 グローバルヒストリー・革命・1960 年代・新左翼・全共闘
  Global history・Revolution・1960s・New Left・Zenkyoutou
1960 年代後半には、世界の各地で、同時多発的に既存のシステムに対する「革命」が発
生していた。それぞれを内在的に突き動かす力や原因は異なるとはいえ、相互に参照しあい
ながら相次いで起っていたのである。この時期には、当事者たちが希望したようには世界が
完全に変わったわけではないものの、そのなかを生きた者にとっては、変革のパトスによっ
て大きく既成の価値観が揺らいだことは明らかであろう。
日本では、1956 年のスターリン批判とハンガリア事件を契機に構築された新左翼と呼ば
れる思想と運動の潮流が、1960 年代を通じて伸長していた。日本の新左翼は 60 年反安保闘
争を経て、その思想的・文化的なヘゲモニーを決定的なものとした。そして、全共闘運動を
経て新左翼は、旧来の文化的・思想的規範に対する新たな対抗文化のヘゲモニー闘争を導い
たと考えられる。このような見取り図のなかで、1960 年代後半の学生たちが作り出した文
化的現象を世界史的に位置づけることを目指したい。具体的素材という点では、こういった
原理的観点から日本を含めてアジア地域の 1960 年代後半の歴史的解明を試みる予定である。
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発表概要　２
占領地における民間電力会社による戦争協力の実態
―日中戦争期華北における電力開発を中心に―
The Reality of the cooperation by Japanese electric company in the occupied 
area
―Focusing on the development of North China during Sino-Japanese war time―
内川隆文（Takafumi UCHIKAWA）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 五大電力、民間企業の戦争協力
  Five big electric company, 
  The cooperation of warfare by the private company
1937 年 7 月勃発の日中戦争以後、華北方面における占領地での電力復旧は治安戦の遂行
上日本軍当局にとり愁眉の課題であった。そこで白羽の矢が立ったのが北支電力興業会社を
前身とする東亜電力工業株式会社であった。同社の出資会社には当時の日本電力事業を代表
する電力会社が名を連ねており、内五社は 1920 年代から 1930 年代にかけて内地・日本の電
力市場を寡占していた「五大電力」であった。これらの会社の首脳および技術者は華北一帯
で調査活動を行い、あるいは送電線網を再構築することで日本軍の戦争・占領上の遂行能力
向上に著しく寄与したのであった。本稿は五大電力会社を初めとする民間電力会社の戦争協
力の実態を探る。併せて当時の言説を手掛かりに彼らの戦争協力に対する意識に焦点を当て、
分析する。
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発表概要　３
地域包括ケアシステムにおける看護教育の在り方
Reconsider the notion of education of nursing 
in terms of integrated community care
津村育子 (Ikuko TSUMURA)
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 地域包括ケアシステム、看護職、教育、超高齢社会、大学
  Integrated community care system, Education, Nursing, University,
  The aging society in Japan
本研究では、地域包括ケアシステムにおいて求められる看護教育の在り方を再考するこ
とを狙いとした。
日本は、 2013 年に、65 歳以上の人口が 25％に達し超高齢社会に入った。この超高齢社会
の問題を克服するために、厚生労働省は各地域において地域包括ケアシステムの構築を推奨
している。このシステムにおいて、地域での看護職の役割は幅広く、多くの役割を持つこと
が期待されている。さらに、国民の健康に対する意識の高まりから、予防活動の担い手とし
ての看護職員への期待も増大してきている。
大学における看護教育は、看護師国家試験の合格を一つの目標としている。この出題基
準は、平成 26 年版の改定時に実践能力強化の観点から改定され、「看護師に求められる実践
能力と卒業時の到達目標」及び「看護師教育の技術項目と卒業時の到達度」を反映させた。
このため看護教育におけるカリキュラムもこの改定にあわせて見直されている。新卒の看護
職の到達目標の多くは病院での勤務を前提としていることから、現状の大学の看護教育カリ
キュラムおいては、病院での実践能力を目標としているものが多かった。しかし、今後は看
護職の職域拡大に伴い、地域での役割を見据えた教育の機会を提供することも望まれている。
そこで、地域包括ケアシステムを見据えた特徴的な教育を先駆的に行っている５大学の事例
を分析し、超高齢社会における看護教育の在り方を検討した。
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発表概要　４
内村鑑三の信仰と愛国の構造
Logical structure of faith and patriotism of Kanzo Uchimura
徐明煥（Myunghwan SEO）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 内村鑑三、愛国、信仰、無教会主義、キリスト教
  Kanzo Uchimura, Patriotism, Faith, Non-Church Movement, 
  Christianity faith
内村鑑三は、西洋のキリスト教の形式化に対し、「二つのＪ」（Jesus と Japan）という日
本的キリスト教を訴え始めた。彼の無教会主義は無教会という独自の信仰のあり方によって
近代日本に展開された。本報告では、内村鑑三の「二つのＪ」から現れる預言と福音という
二つの論理構造を究明するものである。彼のキリスト教信仰の形成と不敬事件を分析し、ま
た日清戦争に現れる言説と態度を通して彼の信仰と愛国という構造を明らかにした。
内村はキリスト教の入信と回心を通して、ピューリタン的信仰と贖罪の救いを経験した。
それは彼の信仰の形成と「二つの J」に大きな影響を与える。つまり、抵抗と順従という二
つの論理構造を生み出すことになる。内村の不敬事件は、この「二つのＪ」からあらわれた
信仰と愛国との衝突であり、抵抗と順従の対立であった。さらに日清戦争においての戦争論
と再臨信仰の展開は彼の二つの論理を明確に表しているものである。このような二つの論理
構造は、政治権力に抵抗するピューリタン的預言者の論理と、愛国に順従するルターの福音
者の論理にそれぞれ彼の内面から時には分離され、時には共存されて現れるものであった。
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発表概要　５
二十世紀初頭の花柳病に関する法律
Venereal Disease Laws of Imperial Japan in the Early Twentieth Century
高明 (Ming GAO)
シンガポール国立大学日本学科博士後期課程
National University of Singapore
【キーワード】 花柳病、予防法、公共団体、診療所、植民地
  Venereal Diseases, Prevention Law, Public entities, Treatment Center,
  Colonies　
 In this paper, I will specifically look at laws and imperial edicts pertaining to 
sexually transmitted diseases (STDs), which were produced in the early Showa period. 
During this period, various public and private STDs treatment centers and public entities 
were founded pursuant to the laws and imperial edicts in order to combat the spread and 
treatment of STDs. Thus, I am concerned with how the laws and politics behind these 
laws were being communicated and filtered onto the ground as well as how the persons 
of concern like prostitutes, clients and pimps understood and circumvented these laws. 
Another interesting aspect of this paper will be the perspectives that brought in by the 
Japanese delegations active involvement in the international arena such like Conference 
on Global Syphilitic Prevention ( 萬國梅毒予防会議 ) and Alliance of International STDs 
Preventions ( 国際花柳病予防連盟 ) among others. Therefore, I hope to be able to answer 
how ideas drawn from past or other cultures shape sexual knowledge, politics and 
identities in Japan, and in turn how the international contact with other countries came to 
shape the Japanese case of understanding and tackling STDs in the Japan proper.
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発表概要　６
1960 年代の東京・山谷における生活と地域社会構造
―梶満里子の著作から探る―
The Life structure and social structure in San’ya district in 1960s
―Reading Mariko Kaji’s Texts―
小美濃彰（Akira OMINO）
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 寄せ場、山谷、生活構造、社会構造、梶満里子
  yoseba, san’ya, life structure, social structure, Mariko Kaji
本報告では、東京・山谷の簡易宿泊所（ドヤ）で暮らす子どもたちを対象とした青空保育 ( 玉
姫公園での野外保育 ) に取り組んだ梶満里子の著作を通じて、その取り組みがなされていた
1960 年代の山谷における生活と地域社会構造を掘り起こすことを目的とした。
梶満里子は、「バタヤ作家」あるいは「山谷解放運動家」として知られた梶大介と共同生
活を送っていた人物なのだが、寄せ場研究の中では梶大介に部分的な言及されることこそあ
れ、梶満里子についてはほとんど触れられてこなかった。しかし、梶満里子の諸著作のうち、
『愛の砂に花ひらく』と『粒ちゃんになりたい』の 2 作品は、それぞれ新島（伊豆諸島）と
山谷における保育日誌をもとに構成されたもので、特に後者については山谷の子どもや家族
世帯と実際に接していたところで観察・記録されたものとして貴重な資料といえる。このよ
うな梶満里子本人による資料にくわえて、1960 年以降本格化した東京都の山谷対策に関わ
る資料を参照しながら、政策的に地域の再編を試みる中での施策と住民の生活実態とのズレ
にも着目した。
とりわけ、1965 年に実施された、家族世帯への都営住宅割当政策は梶満里子の残した記
録と密接なかかわりをもつ。東京都がこの政策を実施する以前、1964 年 3 月に東京都山谷
福祉センターが公表した調査の中で「この〔住宅―引用者注〕資源をどのようにして宿泊人
に供与すべきか、宿泊人の生活更生が効果的に実現されるための援護の実施については慎重
な態度をもって望〔ママ〕まなければならない」という旨が表明されている。しかし、梶満
里子の記録によれば、実際には手続きからして山谷の簡易宿泊所居住世帯の生活様式や人間
関係に見合わぬことも多かったし、一度都営住宅に入居してから山谷に戻る世帯もあった。
梶満里子が著作として残した記録は、まさに当時の行政権力や研究者による調査から抜
け落ちた実体的な生活構造や社会構造を断片的ながらも示しているものであり、既存の寄せ
場研究に新たな視角をもたらすものとして位置づけられるべきであろう。
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Ⅳ「文学」106室（2017年 7月12日）
 1. 木下佳奈（東京外国語大学大学院博士後期課程）
  陳映真が描いた台湾における日本の記憶
  ―「山路」と「忠孝公園」から―
 2. 楊柳岸（東京外国語大学大学院博士後期課程）
  水上勉文学における「戦争観」
  ―『瀋陽の月』を中心に―
 3. 林儀臻 （開南大学応用日本語研究科修士課程）
  太宰治『皮膚と心』における比喩表現
 4. 葉可全（筑波大学大学院博士後期課程）
  芥川龍之介「湖南の扇」論
 5. 李暁昀（国立台湾大学修士課程）
  芥川文学における支那美人
  —「湖南の扇」を中心に—
 6. 劉翠（北京外国語大学大学院博士後期課程）
  室町前・中期の茶の湯における「唐物」崇拝
 7. 滕梦溦（東京外国語大学大学院博士後期課程）
  『花ざかりの森』における無限への憧憬
  ―ロマン主義者としての三島由紀夫―
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発表概要　１
陳映真が描いた台湾における日本の記憶
―「山路」と「忠孝公園」から―
Japanese memory in Taiwan described by Chen YingZhen
―“Shanlu” and “Zhongxiao Gongyuan”―
木下佳奈（Kana KINOSHITA）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
 
【キーワード】 陳映真、文学、台湾、日本統治期、歴史
  Chen YingZhen,Literture, Japanese imperial period,History
陳映真が著した「山路」（1983）と「忠孝公園」（2001）を扱い、作品の背景となる歴史
的事象と言語、特に日本語に着目した。また、両作品に共通して焦点が当てられる、登場人
物たちの過去への思いについて検討し、登場人物たちは自己のアイデンティティをどのよう
に捉え、求めたかという点に着目して論じた。
陳映真（1937 〜 2016）は 1960 年代以降に頭角を表した台湾人作家であり、共産主義に
関する読書会に関わり 8 年間投獄された後も近年まで精力的な文筆活動を続けてきた。
「山路」,「忠孝公園」に共通しているのは、日本統治期以降の台湾社会と歴史が、登場人
物たちの人生を語る上で重要なものとなることだ。そしてその統治期の記憶を背景として、
登場人物が、それぞれ習熟度に違いはあれど、作中で日本語を解していることも一つの特色
と言えるだろう。
「山路」において、日本語は過去を想起する装置としての役割を果たしている。千恵は自
分の過去を語る際、ごく自然に日本語を用い、かつての婚約者に手紙を書く際にも日本語を
用いている。
しかし一方で、千恵は娘時代に労働しながら＜三字集＞を口ずさんでいる。この替え歌
は抗日の思想を広めるための歌として 1930 年代に作られたものだ。日本に対する抵抗の記
憶であり、千惠もその内容に馴染んでいる。このことから日本統治期に対して抱いている感
情とは別に、日本が残していった言語が「内面化」されていることが分かる。
また、「忠孝公園」で日本・日本語とは統治期における権力、また支配者の象徴だ。しか
しながら、戦後ではアイデンティティを侵犯された証ともなり、その日本語で発せられる最
後の林標の台詞は、己が何者であるか見出せないという切実な響きを帯びている。日本とい
う存在が、林標ら登場人物たちの過去に巣食い、現在までも影響しているのである。
過去を通じて台湾の人々の内に取り込まれた「日本統治期」という歴史が登場人物たち
の言動に反映され、それを丹念に描くことで現代に至るまでの台湾社会が照射されているの
だと思われる。
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発表概要　２
水上勉文学における「戦争観」
―『瀋陽の月』を中心に―
The View of Japan-China War of Tstutomu Mizukami 
in “The Moon Of Shenyang”
楊柳岸 (LiuAn YANG)
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 水上勉、満州体験、瀋陽の月、日中戦争、中国観
  Tsutomu Mizukami, Manchurian experience, “The Moon Of Shenyang”,
  Japan-China War, view of china
水上勉は戦後社会派の代表作家として、生涯にわたって、中国のあちこちを遍歴した。
しかし、「満洲」だけは水上が戦前も戦後も訪ねたところである。また、水上は「日中戦争」、「日
中国交正常化」などの一連の中国大事件を自ら体験した。それゆえ、水上の中国への関心は
表象に止まらず、戦争、歴史までも及ぶ。本発表は『瀋陽の月』を中心に、水上の「満洲体
験」を入り口に、彼が「日中戦争」に関する考え及び「日中戦争」への目線の変化について
考察してみる。
『瀋陽の月』は水上が 48 年ぶりに「満洲」を再訪する経歴を題材に、書き上げた作品であり、
1986 年 11 月に新潮社より単行本化され、1989 年文庫本化された作品である。『瀋陽の月』
の位置付けについて、水上の最初の中国関連作品ではないが、掛け橋の役割を果たした。何
故ならば、戦前、社会の混迷した時に「満洲」へと渡った 19 歳の「私」と、48 年後、地位
と名誉を得た作家として再びその地を訪れる今の「私」との、二つの時間が交差しているか
らである。言い換えれば、『瀋陽の月』は単なる少年の経歴を振り返るだけでなく、48 年間
に積み上げた反省や熟考も含めて、水上の変わりつつある「中国観」の集大成だと考えられる。
水上勉は『瀋陽の月』の中に、「不幸な戦争」、「罪」、「責任」などの言葉を繰り返して語っ
ている。それは、水上自身の戦争に対する反省意識であり、彼が自分の国家に代わって謝る
姿でもある。また、「満洲」での戦争体験は水上勉文学における低層人間像の原点だと言える。
彼は『瀋陽の月』の中で、中国人苦力の非人間遭遇を書いた上で、初めて、「中国残留孤児」
という主題を扱うのは当作品の私小説性から飛び出した証しだと考えられる。何故ならば、
「中国残留孤児」という特別な群体は「満洲」という共同空間で「過去」と「現在」を繋ぐ
手がかりだからである。
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発表概要　３
太宰治『皮膚と心』における比喩表現
Figurative expression of Osamu Dazai’s “Hifu to kokoro”
林儀臻（YiZhen LIN）
開南大学応用日本語研究科修士課程
Kainan University
【キーワード】 太宰治、女性独白体、比喩表現、『皮膚と心』、近現代文学
  Osamu Dazai, Female monologue, Figurative expression, “Hifu to kokoro”, 
  Modern literature
太宰の女性独白体は彼の文学の際立った特色の一つである。太宰は女性の心理を描写す
るにはよく比喩表現で表出している。しかし、比喩表現の観点から太宰の女性独白体を考察
する研究はほとんど見られない。近現代文学についての比喩研究も、夏目漱石のほかにあま
り進行していない。本研究では、大量の比喩表現を用いている女性独白体である『皮膚と心』
から、作中の比喩描写を直喩と隠喩に分け、「皮膚」と「心」の関連を考察する。
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発表概要　４
芥川龍之介「湖南の扇」論
A Study of Akutagawa Ryunosuke “Konan no Ougi”
葉可全（KeChuan YEH）
筑波大学大学院博士後期課程
University of Tsukuba
 
【キーワード】 芥川龍之介、『湖南の扇』、中国、女性、旅行
  Akutagawa Ryunosuke, “Konan no Ougi”, China, women, travel
「湖南の扇」は芥川龍之介が 1926 年に『中央公論』に発表した作品である。作品の主な
女性登場人物、玉蘭と含芳については、既に多くの先行研究があり、当時の時代背景をもと
に、彼女たちと関連する人物（土匪、役者）や自身の妓女という身分が帯びた「政治性」か
ら、彼女たちの「革命家」或いははその協力者というスタンスを論じている。しかし、もし
彼女たちが積極的に革命運動、反日・反帝国主義運動に参加する身なのだとしたら、なぜ排
日の空気に「不快」を感じた語り手「僕」は、彼女たちを「大いに可愛かつた」と感じてい
るのだろう。そこで、先行研究を踏まえながら、玉蘭と含芳の人物造形の意味について再考
したい。
一方、玉蘭と含芳の人物造形を考察する際に、彼女らと対立的な存在として見られてき
た譚永年の役割をも合わせて考えたい。今までの先行研究では譚永年が玉蘭に土匪黄六一の
血を付けたビスケットを食べさせ、彼女たちを苦しめる行為を通して譚永年の革命に対する
立場を表出していることを指摘している。しかし、譚永年は「湖南の扇」の冒頭で言及した
革命家 ( 黄興、蔡鍔、宋教仁 ) と同じ湖南出身で日本の留学経験がある。また、譚永年とい
う名前は作者芥川の中国旅行メモに書いた譚嗣同、畢永年と深く関わっていることもすでに
先行研究で指摘されている。すなわち、譚永年も「革命家」と関係がある人物と言えるので
はないだろうか。となると、玉蘭と含芳の対極に置かれる譚永年の人物造形はかなり重要で
ある。そのため本稿では玉蘭、含芳と譚永年のテクストにおける役割を明確にしていきたい。
なお、芥川は中国旅行から帰ったあと、中国物の創作を減少させることになる。その理
由を解明するため、本稿では中国旅行直前に発表した作品をも視野に入れ、作品中の中国人
女性の描写を分析して、中国旅行が彼にもたらしたものを考察したい。
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発表概要　５
芥川文学における支那美人
—「湖南の扇」を中心に—
The China beauty in the Akutagawa's literature
used “Konan no Ogi” as an observation object
李暁昀 (HsiaoYun LEE)
国立台湾大学修士課程
National Taiwan University
【キーワード】 湖南の扇、中国旅行、妓女、中国の女性、社会性
  Konan no Ogi, China travel, Prostitute, Chinese women, Sociality
「湖南の扇」は芥川龍之介が中国旅行五年後の 1926 年に発表した、中国を舞台にした作
品である。芥川が中国旅行した後、社会への関心が高くなり、作品はより現実的な描写に変
わったと語られている。
そのような注目によって、従来の「湖南の扇」の研究は魯迅との関係や芥川が中国旅行
中実際に出会った芸妓のモデルの考察などの実証の研究が多かった。時代背景から芥川が妓
女を通して当時中国の様子を反映した点について考察を行った姚紅の研究がある。しかし、
芥川文学に織り込まれている中国の女性はほとんど妓女である点、また妓女の本作における
位置づけはまだ究明されていない。本発表では姚紅の説を踏まえ、それぞれの登場人物の描
写を更に細かく考察し、作品における役割を分析することを通して作品の新たな捉え方を試
してみる。更に、本作の芥川文学における位置付けを明らかにしたい。
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発表概要　６
室町前・中期の茶の湯における「唐物」崇拝
The Special respect for the Chinese objects in the Japanese tea-ceremony 
in the early-middle period of Muromachi
劉翠 (Cui LIU)
北京外国語大学大学院博士後期課程
Beijing Foreign Studies University
【キーワード】 室町前中期、茶道具、「唐物」崇拝、外的要因、内的要因
  The Early-middle Period of Muromachi, Utensils For The Tea Ceremony, 
  The Special Respect For The Chinese Objects, Internal Causes, 
  External Causes
室町時代の茶の湯で用いられた茶道具は主に唐物 ( からもの ) と和物とに大別できる。簡
潔に言えば、唐物は歴史上、主に中国から将来された道具である。現代、茶の湯に使われる
茶道具はごく特殊な場合を除いては、産地の点から言えば、ほとんど和物であるが、室町前・
中期の茶の湯に使われた茶道具は、室町時代に盛行した日明貿易によって、大量に輸入され
た唐物であった。茶道史では、この時期の茶道具の使用を「唐物」崇拝と把えている。
今日までの茶の湯分野における唐物に関する研究は、茶の湯の価値体系のなかで、唐物
がどのように位置づけられてきたか、という点が議論の中心であった。また、個別のモノ（唐
物漆器、唐物茶入、唐物茶碗）についての研究は様々な角度から行われてきた。しかし、室
町前・中期における各階層の唐物受容の状況、及び唐物数寄が生まれた内因・外因を統合的
に整理した研究は、いくつかの短い論述、あるいは著作のごく一部に限られ、意外に少ない
というのが現状である。
本稿は、以上のような問題意識に立ちつつ、室町時代の古典資料に依拠しながら、茶道
具の使用における「唐物」崇拝に焦点をあて、当時の公家の唐物嗜好、婆沙羅大名の豪華闘
茶会及び将軍家の唐物蒐集という三つの面から論じてみた。そして、後に大成されたわび茶
と比較し、異なる時期の茶の湯の特徴を明らかにするために、先行研究を参照しながら、書
院の茶の特徴にも言及した。さらに、唐物崇拝が起こった背景に関しては、外的要因と内的
要因について分析してみた。
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発表概要　7
『花ざかりの森』における無限への憧憬
―ロマン主義者としての三島由紀夫―
The Longing to infinity in “The Forest in Full Bloom”
―Yukio Mishima as a romanticist―
滕梦溦（MengWei TENG）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 三島由紀夫、花ざかりの森、日本浪漫派、ドイツロマン派、無限への憧憬
  Yukio Mishima, Forest in Full Bloom, Japanese Romantic Literature, 
  German Romantic literature, The longing to infinite
『花ざかりの森』は、三島が学習院中等科時代に、恩師清水文雄の助言により「三島由紀夫」
という筆名を初めて用いて書かれた作品である。この全国同人誌『文芸文化』に掲載された
最初の作品により、三島は文学者として学習院以外のところにおいても知られるようになっ
た。この作品が日本浪曼派の強い影響下に送られたと三島は自認したが、このロマンチック
な作品に対する把握は、三島文学の離脱作である、というものと、三島のすべてを懐胎して
いる作品である、というものの両極に分かれる。本発表では、三島の文壇デビュー作『花ざ
かりの森』に焦点を当て、三島のロマン主義の源流を日本浪曼派やドイツ・ロマン派に求め、
また、三島が後年「古典主義へ傾斜」し、「浪漫派の悪影響」として『花ざかりの森』を否
定的に評価したことと如何に繋がっているのか、その連続性や距離を示しつつ、三島のロマ
ン主義の質を把握した。
『花ざかりの森』は三島がロマン主義者として出発することを示している。その「未来」
がない、「現実」がない時代に、三島は過去への郷愁を抱え、日常を一変させ、輝きさせる
宗教的「聖なる瞬間」に、超自然的な心情を追い求める。そして、それらの憧れは、みな現在・
現地と離れた彼岸の「無限」へ向かっていることが分かった。『花ざかりの森』の中、憧れ
の対象を直観することによって、または憧れそのものに没入することによって、無限への情
熱から、自我という有限なるものから脱出する恍惚状態に、三島二十代のディオニュソスへ
の連続性が容易に見出される。また、その彼岸的・高揚的な空想は、三島の戦時中のニーチェ
体験により、此岸まで牽引され、肉体性が付けられ、大地の性質を帯びるようになってきた。
そのロマン的な作品は、後に三島がニーチェのディオニュソスと出会う前奏曲でもある。
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Ⅴ「言語」	①	103室（2017年 7月13日）
 1. 折田知之（東京外国語大学大学院博士前期課程）
  日本語の表記の多様性
 2. ローレンス・ニューベリーペイトン（東京外国語大学博士後期課程）
   「NP1 の NP2」の意味関係と対応する英語の前置詞句
  ―東京外国語大学上級英語学習者コーパスにおける “of” の誤用分析から―
 3. タナポーン・シウティポン（タマサート大学大学院日本研究科修士課程）
  電話コミュニケーションにおけるタイ人日本語学習者 N3 レベルの
  発音に関する調査報告
  ―日本語のネイティブ話者の顧客としての観点から―
 4. 張倩（韓国 · 中央大学大学院修士課程）、李吉鎔（韓国 · 中央大学）
  日本語学習者の丁寧体談話における普通体の使用条件
  ―中国語母語話者の談話能の習得の観点から―
 5. 侯鵬図（北京大学大学院博士後期課程）
  陳述副詞の談話機能について
  ―「多分」を例に―
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発表概要　１
日本語の表記の多様性
The Diversity of Japanese Notation
折田知之 (Tomoyuki ORITA)
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 文字、表記、ゆれ、多様性、表現性
  Written character, Notation, Different forms, Diversity, Expressivity
日本語には、多様な表記法が存在する。加えて、正書法が確立していないことも影響し、
表記に「ゆれ」が生じてしまう。一方で、その多様な表記を利用して、豊かな「表現性」を
生み出すことも可能となる。
表記主体が何かしらの意図を持って表記を行った場合、表現を豊かにするというプラス
の方向に働く。発表者は、表記の「表現性」について考えるための観点の一つとして「表音
性を超えた表記」を挙げる。日本語は複数種類の文字体系を持っているが、漢字は表語文字、
仮名文字は表音文字であり、いくらか特性を異にしている。しかしいずれにしても、文字で
あるからには表音的な要素は持ち合わせている。というのは、文字言語は元来音声言語の上
に成り立つものだからである。文字・表記と音声とは相互に大きく影響し合っている。その
一方で、文字の持つ表音性が希薄になる現象も多く見られる。
本発表では、このような「表音性を超えた表記」の見られる用例を、試験的に分類した。
調査・分析対象は俳句とし、表音性を超えた表記、すなわち文字と読みとが対応し切ってい
ない用例を抽出したうえで分類した。その結果として、まず熟字訓を使用した用例が非常に
多く見られた。熟字訓は、ことばと文字表記とが比較的結び付きやすいと思われる。という
のは、漢字が直接的にことばそのものを表意しているからである。次に、外来語を漢字で表
記するという表現が見られた。これは、熟字訓のような日本語の性格以上に、表記主体の意
図が強く反映されていると考えられる。
また本発表を通じて、課題もいくつか見つかった。まず、表記の「表現性」には、表記
主体の意図が強く反映されていることは分かったが、どのような意図が反映されているのか、
考察しなければならない。次に熟字訓について、そもそもこれを表現技法と認めることがで
きるかどうか、検討が必要である。最後に、俳句以外の用例も見ながら、この「表音性を超
えた表記」という観点を検討しなければならない。
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発表概要　２
「NP1 の NP2」の意味関係と対応する英語の前置詞句
―東京外国語大学上級英語学習者コーパスにおける “of” の誤用分析から―
“NP1 no NP2” and equivalent PPs in English: an analysis of “of” errors 
in Tokyo University of Foreign Studies advanced English learners’ corpora
ローレンス・ニューベリーペイトン（Laurence NEWBERY-PAYTON）
東京外国語大学博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 相対名詞、前置詞、学習者コーパス、誤用分析、日英対照言語学
  Relational Nouns, Prepositions, Learner Corpus, Error Analysis,
  Japanese-English Contrastive Linguistics
本発表では、東京外国語大学上級英語学習者コーパスにみられる“of”の誤用を考察する。
“of”は「NP1 の NP2」における「の」よりその生起条件が狭いが、学習者は“of”を「の」
と同様の機能をもつ前置詞として用いているため、誤用が生じていると想定される。英語で
は、“of”以外に “NP1’s NP2”という形式も用いられ、“of”と部分的に重なるものの、“of”
よりも広い選択制限を持つ。そのため、「NP1 の NP2」が表す様々な意味関係をある程度表
せるが、「春の東京」「雨の公園」のような「時間＋空間」「様態＋空間」を表す表現などは、“of”
でも“-’s”でも表現不可能である。即ち、「の」は以上の例のような付加的な要素にも用い
られる一方、“of”は名詞（句）の間のより本質的な関係を表す傾向がある。誤用分析を通じて、
名詞の「相対性」を軸に、“of”, “-’s”、「の」の選択制限を対照的に考察する。
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発表概要　３
電話コミュニケーションにおけるタイ人日本語学習者
N3 レベルの発音に関する調査報告
―日本語のネイティブ話者の顧客としての観点から―
A Survey study of Japanese Pronunciation of N3 Thai learners 
in call center communication
―From the viewpoint of Japanese native speaker’s customers―
タナポーン・シウティポン (Tanaporn SIWUTTIPONG)
タマサート大学大学院日本研究科修士課程
Thammasat University
【キーワード】 日本語発音、電話コミュニケーション、タイ人日本語学習者 N3 レベル、
  顧客としての観点
  Japanese pronunciation, call center communication, N3 Thai learners, 
  viewpoint of Japanese customers
現在、タイでは電話で顧客とコミュニケーションをとるコールセンターの仕事が増加し
ている。その求人サイトには、日本語能力試験の N3 レベルの人を募集する会社が多い。本
稿は、N3 のタイ人日本語学習者 5 名を対象に、ABC 銀行のコールセンターとして、スクリ
プトを用い、日本人の顧客とリアルタイムで話す実験を行い、録音した。その後、日本人の
ボランティア 1 ７名に録音した音声ファイルを聞いてもらい、顧客としての観点から、その
発音に対して、どのようなところに違和感を持つか、どのような印象をもつか、日本人の意
見を調査した。結果に基づき、電話コミュニケーションにおける N3 レベルのタイ人日本語
学習者の発音を考察することを目的とする。
結果として、コールセンター実験の発音に対して最も分かりにくかった言葉の発音は、
順に、「拗音・長音」、「促音」、「つ・ちの発音」と「カタカナ語」の発音であり、理由は聞
き間違えそうで、意味の理解に影響を与えるということが挙げられた。そして、この発音の
問題は日本人の顧客に不安な気持ちを与え、サービスの利用をしなくなる傾向があるという
ことが明らかになった。また、コールセンターの担当者の発音で、とりあえず解決して欲し
いのは日本語のイントネーションであった。本稿の調査結果により、電話で顧客とのコミュ
ニケーションをとる仕事がある会社は、第一印象をよくするための発音練習が必要であると
考えられる。一方、この発音に対しての日本人顧客の意見や印象を見ると、「別に問題では
ない」と思う人もいる。それは、グローバル化の社会には内容が理解できる発音だけで十
分だという考えで、これからの日本語教育の重要なことはコミュニケーション中心の教授
法 (Communicative Language Teaching) ではないだろうか。このような聞き手の意見から、
タイ人が目指すべき日本語発音は場合によって違うことだと考えられる。
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発表概要　４
日本語学習者の丁寧体談話における普通体の使用条件
―中国語母語話者の談話能の習得の観点から―
Research on the Japanese learner choose the polite form as the basis for their 
conversation in the plain form
張倩（Qian ZHANG）韓国 · 中央大学大学院修士課程
CHUNG-ANG University Graduate School
李吉鎔 (Kilyong LEE) 韓国 · 中央大学
CHUNG-ANG University
【キーワード】 丁寧体、普通体、終助詞、語気助詞、談話能力
  polite form, plain form, sentence-final particles, modal particles，
  speech organization competence
日本語では初対面の人と話すとき、通常丁寧体が選択される。しかし、日本語学習者の談話を観察する
と、初対面の 2 者間会話において普通体が用いられることがある。本稿では、KY コーパスの韓国語・英語・
中国語を母語とする学習者 90 人の談話を資料として用い、丁寧体が基調の初対面の 2 者間会話における「普
通体の使用条件」について考察する。
まず、普通体の使用実態を分析した結果、中国語母語話者の普通体において終助詞付加文が多いこと、
終助詞ネとともにヨの使用も多いこと、さらにヨは動詞述語文に特に多いことがわかった。終助詞は相手
めあて性が高く、直接相手に向けられた発話となるため、相手の待遇に関わりやすいため使用に注意を要
する。
次に、学習者の普通体の使用について、(a) 中国語の語気助詞の用法の活用、(b) 談話構成能力の習得、
の 2 点から考察を行った。(a) について、日本語の終助詞は、対人コミュニケーションにおいて重要な役割
を果たすが、中国語にも文末と文節末におかれ日本語の終助詞とよく似た機能をもつ「語気助詞」がある。
中国語母語話者の談話において、終助詞と間投助詞の境界があいまいであり、両者が連続体と成している
ように思われること、一部の学習者は終助詞ヨを多用するが、情報が話し手側にあり、情報を与える際に
用いるといったヨの使用条件だけでは説明できないこと、などによってこの仮説は支持される。学習者の
使用する間投助詞や終助詞のナ・ネ・ヨは、中国語の語気助詞の用法を活用したもので、親近感の表示や
語調を弱めるといった積極的なストラテジーとみてよいと思われる。
(b) については、「単文＋単文」のパターンから「複文パターン」へと発達していく様子がうかがわれる。
丁寧体は談話を構成する標識となり、普通体は談話の中のトピックを構成する標識になることが認められ
る。中国語母語話者は、談話構成の戦略として、普通体は話題の持続、丁寧体は話題の終結を示すと考え
られる。そうすることによって、丁寧体の言い切りの文が連続する際の単調さが避けられる効果が得られ
るのである。
以上をまとめると、特に中国語を母語とする学習者は、談話能力の習得戦略として間投助詞および「普
通体＋終助詞」を活用していることが推察される。この点は、母語話者の談話構成戦略と軌を一にするも
のである。
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発表概要　５
陳述副詞の談話機能について
―「多分」を例に―
A Study on Discourse Function of Modal Adverbs
—A case study of “Tabun”―
侯鵬図（PengTu HOU）
北京大学大学院博士後期課程
Peking University
 
【キーワード】 陳述副詞、多分、談話機能、ポライトネス、フェイス 
  Modal Adverbs、Tabun、Discouse Function、Politeness、face 
 
陳述とは、ある事態に対する話し手の把握の仕方を表すものである。また、日本語にお
いて、これらの陳述的意味を表すのに、述語のほかに、陳述副詞も文の陳述的意味を表して
いる。 
このうち、「多分」はその典型的な例である。 
コミュニケーションの参加者として話し手は、会話を円滑に展開させるため、常に聞き
手と話し手自身のことを考えつつ、「多分」を使っている。しかし、具体的に話し手は、如
何に「聞き手」と「話し手自身」のことに配慮しつつ、「多分」を使うのかはまだ明らかに
されていない。 
本研究では、上記の問題意識を踏まえ、話し手は、コミュニケーションに参加する際に、
コミュニケーションを円滑するために、聞き手のみならず話し手自身のことも考慮に入れな
ければならないという立場に立脚し、ブラウンとレヴィンソン（1987/ 田中監訳、2011）を
援用し、「多分」を例に、その使い方を考察しようとする。  具体的に、聞き手のポジティブ・
フェイスへの配慮、聞き手のネガティブ・フェイスへの配慮、話し手自身のポジティブ・フェ
イスへの配慮、話し手自身のネガティブ・フェイスへの配慮に分けて、「多分」の談話にお
ける実態を分析していく。
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Ⅵ「言語」	②	104室（2017年 7月13日）
 1. 張洋子（東京外国語大学大学院博士前期課程）
  日本人はどのようにユーモアを語るのか　
  ―「不適合理論」を焦点に―
 2. デ・ナザレ・フィゲイラ・フラヴィオ（東京外国語大学大学院博士前期課程）
  日本語からブラジル・ポルトガル語への翻訳に現れる役割語の影響
  ―翻訳の視点による違い―
 3. 王夢蕾（筑波大学大学院博士後期課程）
  日本語言語的ユーモアはどう非母語話者に伝わるか
  ―中国語訳文の比較を通じて―
 4. 石田智裕（東京外国語大学大学院博士前期課程）
  「評価」を表わす日中同形動詞の用法の比較
 5.  張正（東京外国語大学大学院博士後期課程）
  中国語・韓国語からみたアスペクト複合動詞「〜あがる／あげる」
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発表概要　１
日本人はどのようにユーモアを語るのか
―「不適合理論」を焦点に―
How do Japanese people narrate “humor”? 
―Focus on the Incongruity Theory―
張洋子 (YangZi ZHANG)
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 ユーモア、一般人、「面白い話」、不適合、日本人
  Humor, ordinary people, “Funny talk” corpus, Incongruity, Japanese
国や文化の差を問わず、人間が楽しくコミュニケーションする時に欠かせない共通点は
ユーモアだと言っても過言ではない。トークバラエティーやお笑い番組の人気が高いのも、
人間が自然な欲求としてユーモアや笑いを求めていることに起因していると言えるだろう。
現在、ユーモアの「おかしみ」の生起要因の解明をめぐる研究は、不適合理論に基づく
ものが主流になっている。その中でも、ジョークや漫才などの話芸を研究対象としたものが
最も多く見られるが、プロの話芸以外に、一般人の会話の中にもユーモアはよく現れている。
お笑いのプロによる話芸に適用する不適合理論は、一般人の話にも当てはまるか。そして、
不適合理論によって解釈できない部分はどのように扱うべきか。本研究は、一般の日本人に
よる「面白い話」を研究対象とし、日本人はどんなことをユーモアとして話すか、ユーモア
を伝達する際にどのようなストラテジーを用いるかを考察する。
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発表概要　２
日本語からブラジル・ポルトガル語への翻訳に現れる
役割語の影響
―翻訳の視点による違い―
The Influence of the Japanese Role Language between the Brazilian 
Portuguese translation and the Japanese original version.
―The difference originated by the point of view in the translation―
デ・ナザレ・フィゲイラ・フラヴィオ (De Nazareth Figueira Flavio)
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 役割語、翻訳、ブラジル・ポルトガル語、漫画、ステレオタイプ
  Keywords: Role language, Translation, Brazilian Portuguese, Manga,
  Stereotype
「役割語」は金水（2000）によって定義された用語であり、ある言葉遣いが、ある特定の
人物像と連合しているとき、それを「役割語」という。いわゆる、言語上のステレオタイプ
だと言う。その言葉遣いはドラマ、映画、アニメや漫画などのような様々なメディアによっ
て固定・強化され、それに保持されると考えられる。その中で翻訳作品は「役割語」を普及
させるメディアとして大きな役割を果たしていると言える。本研究は翻訳作品を分析しなが
ら、日本語の「役割語」がブラジル・ポルトガル語に与えている影響を明らかにすることを
目指す。
本発表では、ウスティノフ（2008）が述べる「起点派」、「目的派」それに「効果の等価」
という翻訳に関する概念に基づき、日本語とブラジル・ポルトガル語の間の翻訳に「役割語」
の出現を分析する。その結果、「起点派」または「目標派」の指向性を持つ翻訳によって「役
割語」の出現の様相が変わる可能性が見られた。さらに、原作にあった効果を翻訳にも同じ
ように再現させることを求める「効果の等価」という概念が「役割語」と関わっていると考
えられる。この概念を深求する翻訳には、訳する言語の「役割語」が現れることも、これか
らの研究に注目する点だと考えられる。
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発表概要　３
日本語言語的ユーモアはどう非母語話者に伝わるか
―中国語訳文の比較を通じて―
A Study of Japanese verbal humor:
From the perspective of its Chinese translations
王夢蕾 (MengLei  WANG)
筑波大学大学院博士後期課程
University of Tsukuba
【キーワード】 言語的ユーモア、日中翻訳、翻訳比較、翻訳方法
  Verbal humor, Japanese-Chinese translation, Comparison of translations, 
  Translation methods
ユーモアの背後には言語・社会・文化などあらゆる面とのつながりが隠されている。ユー
モア翻訳も翻訳研究分野において長年の課題として研究され、言語の特性を生かして作られ
た言語的ユーモア（verbal humor）の訳はとりわけ難しいものとされてきた。
本発表は Raskin（1985）及び Attardo& Raskin（1991）をはじめとする英語圏で行われ
たユーモア研究及び翻訳研究を踏まえ、日本語における言語的ユーモアは中国人日本語学習
者によってどのように目標言語である中国語に訳されているのか、また、目標テクストに対
して中国語母語話者はどうのように評価しているのかについて考察を行った。
主な結論として、まず、日本語ユーモアを中国語に翻訳する際に用いられる方法は「ス
クリプトの対立」に対する処理によって大きく「新たな対立構造が見られる訳文」「ユーモ
アの構造を砕けて解釈した訳文」「起点テクストに忠実した訳文」という３つのパターンに
分別できよう。また、訳出の効果についてはアンケート調査の五段階評価による相関分析を
経て、翻訳文が原文との違いが少ないほど中国語母語話者による評価が高いとは言えないこ
とを主張する。最も評価の高いのは「新たな対立構造が見られる訳文」であり、その反面、「起
点テクストに忠実した訳文」が中国語母語話者にとって最も面白くない訳文である。
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発表概要　４
「評価」を表わす日中同形動詞の用法の比較
A Contrastive study on Japanese-Chinese homological verbs 
which represent “reputation”
石田智裕（Tomohiro ISHIDA）
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 対照言語学 , コーパス言語学 , 同形語 , 誤用 , 母語の転移
  contrastive linguistics, corpus linguistics, homological words, error analysis, 
  language transfer
日本語と中国語で同じ漢字で表記する「日中同形語」の中でも、辞書的な意味が近いもの
に関して、大規模コーパスに基づいてその細かい用法の差異を検討する。加えて、東京外国
語大学・国際日本研究センター所蔵の「多言語作文コーパス」を使用して、日本人中国語学
習者と中国人日本語学習者双方の作文から、これらの用法の差異が学習者にどのような影響
を与えるかを検討する。
「尊敬する」vs“尊敬”，「尊重する」vs“尊重”，「敬愛する」vs“敬愛”，「軽視する」vs“輕視”，「蔑
視する」vs“蔑視”，「軽蔑する」vs“輕蔑”の６ペアについて、「現代日本語均衡書き言葉コー
パス」及び “现代汉语平衡语料库 ( 現代中国語均衡コーパス )”を利用して用例を収集し、そ
れぞれ「呼びかけ用法があるか」「連体修飾語になれるか」「連用修飾語になれるか」「継続の
アスペクトを表わせるか」「使役形が存在するか」「受身形が存在するか」を調査した。結果、
日本語の「尊敬する」には呼びかけ語としての用法がないのに対して、中国語の“尊敬”は“尊
敬的＋名詞”の形で呼びかけに使えるという差異があることを確認した。
多言語作文コーパスにおいては、日本語話者が褒義語“尊敬”や“尊重”に対して受身の“被”
をつけてしまう傾向を確認した。これは、日本語の「尊敬される」「尊重される」からの転移
であると考えられる。中国語話者の日本語作文においては、「? その言葉は人を尊敬させた」
のように、不自然な使役形の使用が確認された。これは中国語の“令人尊敬”からの転移で
あると考えられる。
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発表概要　５
中国語・韓国語からみたアスペクト複合動詞「～あがる／あげる」
The Japanese Aspectual Compound Verbs “- agaru ／ ageru”
from the perspective of Chinese and Korean
張正（Zheng ZHANG）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 複合動詞の日中韓対照、アスペクト、完了相、結果事象、「〜あがる／あげる」
  Comparative Analysis of Compound Verbs in Japanese, Chinese and Korean,
  Aspect, Perfective, Resultative Event, “-agaru / ageru”
本研究の目的は、日本語アスペクト複合動詞「〜あがる／〜あげる」に焦点をあて、中国語・
韓国語との対照を行い、複合動詞「〜あがる／〜あげる」が持っているアスペクト特性及び、
三言語間の複合動詞の類型的特性を明らかにすることにある。本研究では、以下の三つのリ
サーチ・クエスチョンについて調査を行った。
(1)RQ1．複合動詞「〜あがる／〜あげる」を中国語・韓国語に翻訳する際に、どのよう
な表現に当たるのか。特に、アスペクト意味の「〜あがる／〜あげる」は、中国語・韓国語
では対応する複合動詞、あるいは二次述語の表現が存在するのか。(2)RQ2．中国語・韓国語
では、「あがる／あげる」のような上方向移動動詞を用いて、完了アスペクトを表すことが
可能かどうか。
結論としては、「〜あがる／〜あげる」は空間移動を表す場合は、中国語や韓国語が日
本語と同じように「V1 移動様態動詞＋ V2 上方向移動方向動詞」に訳すことができ、三言
語間にはある程度の対応関係が見られる。これに対して、「〜あがる／〜あげる」は完了の
アスペクトを表す場合、中国語では完了を表すアスペクト辞と訳され、韓国語では「V1 ＋
nyata（出す）」や「副詞＋動詞」となる。中国語や韓国語では、「上方向移動動詞」を用い
て「完了」を表すことができない。s 一方、韓国語の「〜오르다 (oluta) ／〜올리다（ollita）」
は意味や機能の拡張はほとんどなく、「上昇」という原義にとどまっている。
影山（2013:20）は「L-asp が表す「完成」、「結果の強調」、「結果の不達成」といったアクツィ
オンスアルトの意味概念の一覧は、それを表現する動詞の形態は異なっても、人間の言語に
おいて必然的に一定の枠に収まっていると考えられる」と述べている。佐野（2017）では「空
間距離表現（・空間経路表現）と、時間幅表現（・時間経過表現）を合わせた表現分量は一
定である。言語間でほぼ等しい。言語によって、「動き」の捉え方の違いから、空間距離表現（・
空間経路表現）と時間幅表現（・時間経過表現）に偏りがある。その偏りは機能語（数）に
顕れる」という仮説を提示している。本稿の考察の結果として、空間移動は三言語同様であ
り、アスペクト意味にはバリエーションが出てくるということは、影山（2013:20）で述べ
ている L-asp の言語一般性と佐野（2017）の仮説を実証した。
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Ⅶ「文学」105室（2017年 7月13日）
 1. 蕭晨恩（東京外国語大学大学院博士前期課程）
  悪童の冒険
  ―『クオーレ』、『学童日誌』、そして『馨児就学記』―
 2. 邱敬雯（東京外国語大学大学院博士前期課程）
  严歌苓の作品にある固定された日本人イメージ 
  ―長篇小説《小姨多鹤》をとおして―
 3. 李韻（国立台湾大学大学院修士課程）
   川端『水月』と郭松棻『月印』との比較
  —「母愛」へ傾斜する女性の愛—
 4. 崔イレ（韓国外国語大学大学院修士課程）
  『源氏物語』における光源氏の後見と愛執
  －紫の上、秋好中宮、玉鬘を中心に―
 5. ディアン・アンニサ・ヌル・リダ（東京外国語大学博士後期課程）
  村上春樹の歴史意識について
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発表概要　１
悪童の冒険
―『クオーレ』、『学童日誌』、そして『馨児就学記』―
The Bad Boy’s Adventure:
Cuore, A Schoolboy’ Journal, and The School Life of Xiner
蕭晨恩（ChenEn HSIAO）
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 E・デ・アミーチス、近代化、翻案、子どもの理想像、善悪観
  Edmondo De Amicis, Modernization, Adaptation, 
  the Idealization of Children, Moral Sense
 
本発表は、デ・アミーチス『クオーレ』とその翻案物において提示された、近代を目指
す国家のイデオロギーにおける善悪の表象を探る。
1886 年に出版されたデ・アミーチスの『クオーレ』は、イタリア児童文学の古典と呼ばれ、
筆者は、イタリア王国の確立とイタリア人というアイデンティティの生成を目指し、愛国、
犠牲、勇敢、博愛、平等という特質を持つ模範少年のイメージを描き、新しい国家が望む子
ども像を構築したのである。1902 年には杉谷代水が『クオーレ』の物語の設定をすべて日
本風に翻案し、『学童日誌』の名で出版した。そして 1909 年には中国の作家包天笑がさらに
これを改作し、『馨児就学記』の名で刊行した。『クオーレ』『学童日誌』とも、近代国家の
建設の一環たる教育事業に供する立場に置かれた書であり、ある種の「理想的子ども像」の
造形を目指していたといえる。それに対して、『馨児就学記』においては、「悪童」のイメー
ジを表現する子どもの配置に若干の入れ替えや変更は認められるものの、『クオーレ』のフ
ランティという人物のような「徹底的に排除されるべき」根源的な「悪」の表象は認められ
ない。
本発表は、『クオーレ』とその翻案物で描かれた模範少年よりも、むしろ模範とは言えな
い、あるいは模範となる可能性のない子どもに重点を置きたい。『クオーレ』の中で悪童と
して扱われたフランティは、学校から除籍されたまま姿を消す。一方で、『学童日誌』と『馨
児就学記』では、フランティの悪行の一部はほかの生徒に転嫁され、あるいは記述そのもの
がなくなる。論者は、フランティ自身の存在と消滅を解釈することによって、「悪」の表象
にアプローチする。
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発表概要　２
严歌苓の作品にある固定された日本人イメージ 
―長篇小説『小姨多鹤』をとおして―
The Image of the Japanese Described by Yan Geling
from the Novel Aunt Duo He
邱敬雯（JingWen QIU）
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 严歌苓、『小姨多鹤』、「残留」日本人、ステレオタイプ、女性
  Yan Geling, Duo He Aunt , Japanese as the Historical Foreign Residents
  view of life and death, sterotype, female 
严歌苓は、1980 年にデビューし、短篇小説など多様な作品を発表し、今はアメリカに在
住しているが、中国大陸文壇でも活躍している。彼女の小説『小姨多鹤』は 2008 年に発表
され、日本敗戦後中国に残留した日本人少女多鹤の一生を、描いている。严歌苓は多鹤を「完
璧で伝統的な日本女性」というイメージで創作した。しかし、深く考察すると、多鹤の「完
璧さ」と日本人女性としての「伝統的な」ふるまい・考え方は時に不自然である。そこで、
語り手あるいは語り手が多鹤の人物像をどう描いたか、多鹤の「完璧さ」と「伝統」を引き
立てるために、多鹤の周囲の人たちをどのように描いていたかを検討したい。更に、そのよ
うな描写はステレオタイプの描写にどう繋がっているかを分析したい。
小説の中では、日本人に対する呼び方は「小日本」「日本鬼子」「日本小母狼」「日本人」
がある。しかし、誰がこのような呼び方を使っているか。小説の中の人物か、物語の語り手
か、あるいは、語り手か。小説の中の描写をいくつか取り上げ、これについて分析した。
語り手は日本人という概念を強調するため、日本人という呼び方を使っただけでなく、
物語もよく中国人が思い込んでいる日本人の行為を強調して描いた。しかも、語り手は多鹤
が日本人ということを強調したいため、日本の象徴的な物をわざと多鹤につけさせている。
しかし、このような出発点があったから、物語の多鹤周りの中国人も不自然なふるまいが出
てきた。
語り手は『小姨多鹤』の小説の中で日本人という概念を強調し、多鹤の日本人のふるま
いと精神を表し、ほかの人物の口を通して多鹤の日本人特徴を表現し、固定された日本人の
イメージを読者に提供した。このような描写は小説の中国での大ヒットだった。小説の中の
日本人の特徴、または、日本の代表的な物は全ての中国人が認められている事実からだ。そ
のため、語り手はこのような描写を使って、中国人の読者に共通点を感じさせた。しかも、
多鹤の善良、完璧的な人物像も受け入れやすいため、小説自身はかなり人気を博した。だが、
物語自身の客観的な叙述にはまだ少し欠けているとも言えるだろう。
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発表概要　３
川端『水月』と郭松棻『月印』との比較
—「母愛」へ傾斜する女性の愛—
The Comparison of Kawabata’s “The Moon On The Water”
and Kuo Songfen’s “Moon Seal”
—On the Women’s Maternal Love—
李韻（Yun LEE）
国立台湾大学大学院修士課程
National Taiwan University
【キ—ワード 川端康成、郭松棻、母愛、女性像、比較文学
  Kawabata Yasunari, Kuo Song-Fen, Maternal love, 
  Female figure, Comparative literature
台湾作家郭松棻は 1960 年代から短編小説を発表し、1966 年アメリカ・カリフォルニア州
バークレー大学に比較文学を学んだ。1969 年比較文学修士号取得したが、その後博士号を
放棄し、尖閣諸島は中国固有の領土であるとして行われている「保釣運動」に身を投じた。
1983 年に政治を諦め、再び文学に戻り、「母性描写」と「詩的表現」で知られている。郭松
棻は川端文学に影響を受けたと認めたことがあるが、具体的にどのように影響されたかにつ
いて、先行研究においてはまだ考察の余地があると思われる。本稿では、川端康成が 1953
年に発表した短編小説『水月』と、郭松棻が 1984 年に連載し始めた『月印』を取り上げ、
戦前・戦後を背景にし、結核の夫を看護する女主人公の語りによって構成されているという
設定で一致している両作品の異同について考察した。
本稿で注目したいのは両作品とも女主人公が夫に対する愛は「母愛」に近いという先行
研究があるが、同じ「母愛」へ傾斜すると思われる女性の愛は、『水月』では「温く安らか
な気持で引きかへした」のに対し、『月印』では「深い羞恥と後悔に襲われた」ことになっ
たのように、全く異なる末尾に至ったことによって、二人の愛の内質は同じとは限らないこ
とである。そのため、本稿では先行研究で見られる「母愛」説を再吟味し、『水月』、『月印』
で描かれる女が愛に対する意識、および愛を追い求めている姿を考察する。この考察作業を
通して、『水月』を中心に、川端を郭松棻がどのように『月印』の中に吸収して取り組んでいっ
たか、について分析したい。
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発表概要　４
『源氏物語』における光源氏の後見と愛執
―紫の上、秋好中宮、玉鬘を中心に―
The Guardianship and affection of Hikarugenji in the “The Tale of Genji”
―focus on Murasakinoue, Akikonomu, Tamakazura―
崔イレ (Leere CHOI)
韓国外国語大学大学院修士課程
Hankuk University of Foreign Studies
【キーワード】 後見、愛執、紫の上、秋好中宮、玉鬘
  Guardianship, Affection, Murasakinoue, Akikonomu, Tamakazura
平安時代の結婚制度は一夫多妻で通い婚の形態が多かった。そこで家族の絆も母系中心
で、母親の家系によって子供の身分が決まったようである。『源氏物語』には母親と死別し
た子供と後見人となった継父母との人間関係が頻繁に描かれている。本発表では母親を失っ
た紫の上、秋好中宮、玉鬘を中心に、彼女たちの後見人となった光源氏との関係をいかに乗
り越えていくのか、また光源氏の愛執について調べてみた。
紫の上は実母の死後、祖母に養われるが、祖母も死んだ後は光源氏に引き取られ最愛の
妻となる。秋好中宮は母六条御息所が死んだ後、光源氏の養女として冷泉帝に入内する。玉
鬘は夕顔の死後、筑紫を流離しながら乳母に養われるが、長谷観音の霊験で光源氏の養女と
して六条院に入る。
光源氏の後見は、紫の上に対してはじめは親子関係のようなものであったが、葵の上の
忌み後を機に夫婦関係の後見になった。後見の関係の変化は光源氏と紫の上が認識する後見
の違いであって、光源氏にとってそれは紫のゆかり故の光源氏の愛執によるものであった。
光源氏は秋好中宮に愛を感じるが六条御息所の依頼で冷泉帝に入内させる。秋好中宮は、光
源氏の後見に感謝し、光源氏の繁栄も助けた。玉鬘は夕顔のゆかりで光源氏の養女となり、
後見を受けることになる。しかし、玉鬘は光源氏の愛執を流離の体験から得た才気で乗り越
えるといえよう。光源氏の後見で、三人の女性はそれぞれ母親を失った後、数寄な運命を生
きている。
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発表概要　５
村上春樹の歴史意識について
A Research about Historical Consciousness of Haruki Murakami 
ディアン・アンニサ・ヌル・リダ (Dian Annisa Nur Ridha)
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 村上春樹、「デタッチメント」、「コミットメント」、歴史意識、日中関係
  Haruki Murakami, “Detachment”, “Commitment”, 
  Historical Consciousness, Japan-China Relationship
村上春樹の初期作品において主人公の特徴は他者とのかかわりが少なく、自分自身の生
き方を確信している人々であった。このような態度は一見「デタッチメント」のように見え
るが、実は村上春樹が作品に描き出した主人公たちの生き方は 1970 年代の人々の態度であ
り、「デタッチメント」というより、むしろ「コミットメント」という言葉がふさわしいで
あろう。
戦後生まれの村上春樹は戦争を経験しなかった。そのため、村上春樹の社会への「コミッ
トメント」は積極的に政治の問題にかかわるのではなく、むしろ作家として「ものを書く」
ということである。村上春樹は忘れられてしまった歴史を振り返り、特に日中関係に惹かれ
たと考えられる。
本研究は村上春樹の歴史意識について検討し、「中国行きのスロウ・ボート」、『羊をめぐ
る冒険』、『ねじまき鳥クロニクル』、『アフターダーク』という四つの作品を取り上げたい。「中
国行きのスロウ・ボート」は三回収録された。本短編小説は初出誌版から全作品版に至るま
で、様々な書き換えが行われた。そのような書き換えによって、本短編小説における「中国」
への記憶の痕跡が曖昧になっていくことが分かった。
それに対して、『羊をめぐる冒険』と『ねじまき鳥クロニクル』において、無意識の世界
に潜んでいる記憶は意識の世界に上がってくることが分かった。特に、『ねじまき鳥クロニ
クル』において、人間の内面にある「暴力性」は限定された社会や国籍を超えるものである
ことが分かった。これが村上春樹の歴史意識であると考えられる。すなわち、何度も反復さ
れた暴力、さらに言えば人間の内面に潜んでいる暴力性のことである。
そのような状況を踏まえると、村上春樹の「コミットメント」も変遷していると考えら
れる。要するに、限定された社会や国籍に「コミット」することを超え、より大きな問題で
ある普遍的な人間性に「コミット」しているのではないかと思われる。
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Ⅷ「文化」106室（2017年 7月13日）
 1. 中村彩希（東京外国語大学大学院博士前期課程）
  留学生にとっての「居場所」とは
  ―国費研究留学生へのインタビュー調査による事例から―
 2. 林怡秀（台湾・東海大学日本言語文化学科修士課程）
  台湾における日本ロックファン研究
  ─ SNS とライブにおけるファンの行動を例として─
 3. 傅培剛（台湾・東海大学日本言語文化学系修士課程）
  台湾における御宅族の誕生とその意味を探る
 4. 渡邉絢夏（筑波大学大学院博士前期課程）
  台湾におけるナショナル・アイデンティティに関する一考察
 5. 金鑫（東京外国語大学大学院博士後期課程）
  SNS コミュニケーションに関する先行研究レビュー
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発表概要　１
留学生にとっての「居場所」とは
―国費研究留学生へのインタビュー調査による事例から―
A Study of “Ibasho” of Foreign Students:
 An Analysis of Interview Investigation toward Japanese Government 
Scholarship Students
中村彩希（Saki NAKAMURA）
東京外国語大学大学院博士前期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 居場所、国費留学生、ソーシャル・ネットワーク、留学生教育、
  インタビュー調査
  “Ibasho”, Japanese Government Scholarship Students, Social Network, 
  International Student Education, Interview Investigation
「居場所」概念は、学校教育や日本語ボランティア教室等において注目が集まり、その重
要性が示唆されている。しかしながら、留学生を対象とした「居場所」研究は、研究の歴史
が浅いこともあり、その概念の定義や分析の枠組み等について様々な課題を抱えている。
本研究では、従来の「居場所」研究について概観し、「居場所」を「いつも生活している中で、
特にいたいと感じる場所（杉本・庄司 2006）」と定義した上で、実際のインタビューデータ
をもとに、留学生にとっての「居場所」について考察を行った。調査協力者は、東京都内の
国立大学に在籍する国費研究留学生２名であり、それぞれの調査協力者に対して、各回６０
分のインタビュー調査を計２回にわたって実施した。そして、インタビュー調査から得られ
た結果を、（１）居住形態、ならびに（２）自国との関わりに着目し分析を行った。
その結果、（１）については、「寮」が出会いの場・交流の場となると同時に、「つながる」
ことの重要性が示唆された。（２）の自国との関わりは、留学生にとって心理的に大きな役
割を果たしており、その手段として SNS が用いられること、その一方で、必ずしも自国の
コミュニティが効果的に働くわけではないことが示唆された。今後は、インタビュー調査か
ら得られたその他項目についても考察を行うと同時に、調査協力者の人数を増やし、さらな
る分析・考察を行いたい。
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発表概要　２
台湾における日本ロックファン研究
─ SNS とライブにおけるファンの行動を例として─
The Study of fans listening to rock from Japan in Taiwan
─ focusing on the action of fans at SNS and concert ─
林怡秀　(YiSiou LIN)
台湾・東海大学日本言語文化学科修士課程
Tunghai University
【キーワード】 台湾における日本ロック、ファン行動、アイデンティティ・ポリティクス
  Japanese Rock in Taiwan, Fan Action, Identity Politics
本研究の目的は台湾における日本ロックファンの行動を分析し、彼らの行動を台湾の文
脈から見て、どのような意味を持つかを解明することである。2011 年以降、台湾で行われ
た日本ロックライブの頻度が急増している。それは、台湾における日本ロックファンの行動
が活発になっていると意味すると思われる。本研究では、それ以降の SNS やライブで、ファ
ンの姿を中心に考察していく。
考察によれば、これらのファンが SNS やライブで「自分は日本ロックファン」であるこ
とを強調し、日本ロックに関する知識や経験などを誇示することで他のファンを差異化する
傾向がある。また、ファンの中では、本やフリーペーパーなどを出版したり、講座を行った
り、日本ロックそのものを台湾社会に伝える同時に日本ロックの独特性を確立する意図が見
られる。これらの行動は、ファンとしての理想像を作り出すことが目的なのではないかと筆
者は推測するが、もしそうだとすれば、その必要性はどこにあるのか。
台湾における日本ロックファンにみられるこのような差異化現象は他のジャンル音楽の
ファンにも見られるが、しかし、例えば戦後、主流となっている欧米のロックにその勢いを
押され、日本ロックは台湾のロック言説の中に殆ど見られない。それに加え、1990 年代に
襲来した「哈日ブーム」の言説が混じり、ますます状況の解明を困難にした。
その挟み撃ちにあったこれらのファンが行動の差異化を引き起こし、台湾の文脈で日本
ロックを位置付けようとしていると筆者は推測している。また、この現象はファンのアイデ
ンティティ・ポリティクスに関わっているのではないかと思われる。本研究では、この課題
の解明を試みたい。
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発表概要　３
台湾における御宅族の誕生とその意味を探る
The Development of Taiwanese “Otakuzoku” culture and the exploration of
its intrinsic meaning
傅培剛 (PeiKang FU)
台湾・東海大学日本言語文化学系修士課程
TungHai University
【キーワード】  御宅族、オタク、アイデンティティー、漫画・アニメサブカルチャー、
  差異化
  Otakuzoku, Otaku, Identity, Manga-Anime Subculture, Differentiation
2005 年以降、「御宅族」という言葉は台湾のマススメディアに盛んに現れるようになり、
それをめぐる「差別」の論争も目立つようになった。しかしこうした状況を検討していくと
判明したのは、どの立場にせよ「御宅族」という言葉・概念は当たり前のように使われてお
り、台湾における「オタク」の受容と「御宅族」の発生のプロセスはまだ明らかにされてい
ないまま今日に至ったのである。それ故、本研究の目的は「御宅族」が台湾における成立の
経緯を、歴史的考察によって明らかにすることと、この経緯の解明によって 2005 年以降の「御
宅族」現象を台湾社会においてどのように捉えるべきかを究明することにある。
台湾の「御宅族」現象の発生は、1965 年頃生まれ、1990 年前後大学生や大学院生だった
日本の漫画・アニメ好きの若者達の、当時日本の「オタク」概念や「オタク論」の受容動向
と関わった。彼らはある種ポジティブなアイデンティティーの構築のために、漫画・アニメ
を資源として用い、更に「オタク」という言葉を以て自己記述しており、「御宅族アイデン
ティティー」を生み出した。このアイデンティティーは後に、岡田斗司夫のオタク論と合流
し、そのポジティブな意味合いも更に強化された。1990 年代後半、岡田斗司夫的なオタク
理解は台湾での「御宅族」の「定義」となったと言える。
しかしインターネットの普及につれ、上に述べた、1990 年代若者がアイデンティティー
獲得のためのストラテジーも無効になり、「御宅族」概念も変容を見せた。2015 年までの観
察からすれば、1990 年代以降、「御宅族」は少なくとも三つの分化がみられる。まずは 1990
年代的な「御宅族」概念を維持するための動向。次は 2005 年以降、マスメディアが用いた
ネガティブな「御宅族」概念。最後は漫画・アニメファンのコミュニティの拡大にともない、
より一層普遍になっていく「御宅族＝漫画・アニメファン」という認識に基づいている「御
宅族」概念。
筆者は 2005 年以降、台湾における「御宅族」現象は、以上の三種類の概念の同時存在と
使用による事態だと主張したい。
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発表概要　４
台湾におけるナショナル・アイデンティティに関する一考察
A Study of national identity in Taiwan
渡邉絢夏（Ayaka WATANABE）
筑波大学大学院博士前期課程
University of Tsukuba
【キーワード】 台湾、ナショナル・アイデンティティ、ネーション、エスニシティ、
  日本統治期
  Taiwan, national identity, nation, ethnicity, Japanese imperial period
昨今ナショナル・アイデンティティは台湾をめぐる大きな問題となっている。台湾は有
史以来オランダや清朝、日本などのいくつもの外来政権による統治を受けてきた。複雑な歴
史的背景から台湾は民族や言語、文学などの様々な要素によって重層性のある歴史を築いて
きた。その歴史の成り立ちは言うなれば年輪のようなものであり、歴史や文化、民族など台
湾には多くの境界領域が存在する。それぞれの領域は切り離すこともできないが、完全に同
化することもできない。日本の統治から国民党統治、そして長い戒厳令体制を経てからの現
代に至るまで、各世代の人々はネーションとエスニシティの衝突に苦難があった。このよう
な諸要素ゆえに、台湾のナショナル・アイデンティティが複雑な相互関連的な要素を持つ概
念となることは自明の理である。
黄俊傑（2008）が提唱する「台湾意識」はナショナル・アイデンティティと同義のもの
であり、日本統治期では民族意識・階級意識であったとされる。民族意識は「内台共婚法」
や皇民化政策からも分かるように、同化の動きを見せていたと言える。しかしながらこれら
の動きは差別を解消することを目的としたのではなく、むしろ異なるエスニシティを解消さ
せ、「日本人」としてのエスニシティへと統一していくものであったと言える。西洋の宗主
国に往々に見られるような混血化を忌避する声が日本国内では大きくならなかったことの背
景には、小熊英二（1995）が指摘するように、日本の家父長制度に支えられる家制度があっ
たためだと考えられる。血統と制度を異なるものとして捉えることで、台湾を養子に迎え、
祖先を同じくしていく動きはネーションとエスニシティをそれぞれ単一のものであるという
「単一民族神話」への文脈であった。本研究では、ネーションとエスニシティの二つの側面
から、文化的・政治的アイデンティティの問題に言及しつつ、台湾のナショナル・アイデン
ティティを探る。
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発表概要　５
SNS コミュニケーションに関する先行研究レビュー
Review of previous studies on social networking service communication
金鑫（Xin JIN）
東京外国語大学大学院博士後期課程
Tokyo University of Foreign Studies
【キーワード】 SNS、先行研究レビュー、コミュニケーション、メディア
  SNS, review of the previous studies, communications, media
近年、電子メディアの世界的普及により、Line、Facebook などのような SNS(Social 
Networking Service) の利用が急速に増加している。本発表の目的は、コミュニケーション
メディアに関連する先行研究を整理し、SNS を媒体としたコミュニケーションの研究に関
する可能性を提案することである。ここでは、今までに日本と中国そして英語圏で行なわれ
た SNS に関連する先行研究を概観し、その研究動向をまとめてみる。
皆に知られているように、インターネットはアメリカで誕生し、SNS に関する研究も
アメリカから始まり、英語圏で注目されるようになった。しかし当時は SNS ではなく、
Computer Mediated Communication(CMC) として研究されていた。主に社会心理学、メディ
ア学、人間科学に関する研究が多い。
ここ数年、インターネットの普及に伴い、スマートフォンを利用し、どこでも、いつで
も会話ができる SNS を対象にした分析が増えている。日本においては、利用度が高い LINE
に関する研究が増加している。特に情報学、心理学と社会言語学の３つの領域での研究が多
く行われている。しかしながら、LINE に関する研究は探索的調査が多く、萌芽期の段階に
とどまっている。
それに対して、中国では WeChat、Weibo などを用いた研究が多い。2012 年の研究件数
は 266 件で、2016 年には 14126 件まで達している。中国での WeChat に関する研究を分
類すると主に WeChat の特徴に関する研究、WeChat の社会に及ぼす影響に関する研究、
WeChat とメディア学の研究、WeChat と経営学の研究、WeChat と伝統メディアの比較研
究に分けることができる。さらに、メディア学、経営学に関する研究が多く、言語学に関す
る検討は数少ない。
そこで、スマートフォンが欠かせないグローバル社会の中で、SNS コミュニケーション
場面に着目した研究が必要であると考えられる。また、今後の課題として最も使用率が高い
若者を対象とした SNS コミュニケーションの使用詳細に分析することを目的としたい。
